
令和７年度ひょうご子育て応援賞受賞者一覧

団体・企業名 代表者

企業 神戸市
三木市

グリコマニュファクチャリング
ジャパン株式会社
神戸・兵庫工場

宮崎 敬司
小林 法生

〇マタニティ専用作業服の導入
・妊婦さんの意見を基に、既成のマタニティ作業着をより安全性・快適性の高いものに改良
〇食育に注力した事業所内保育園の開設
・神戸工場の敷地の一角に「こどもぴあ保育園」を開園し、育児休業後の保育園探しの
　不安を解消させている
〇男性の育児参画を推進
・出生後６か月以内に1か月の「Co育てMonth休暇」取得を必須化
・男性社員も１カ月育休を100％取得している

企業 豊岡市 モリ・プランズ株式会社 吉盛 文彦

〇定時退社の徹底や休暇取得の促進
・持ち帰りも含めた一切の残業を廃止
・スタッフ提案の園児や保護者が喜ぶイベントを実施
〇経営理念の周知徹底
・組織の価値観を共有するための教育・研修が充実
・スタッフから様々なアイデアが生まれ、業務内容が充実することで、
　保育園、施設、塾等の保護者の満足度向上につながっている

団体 神戸市 学校法人玉田学園
神戸常盤大学

理事長
中村 忠司

〇学舎内に子育て広場「えん」を開設し、「町の保健室」の役割を担う
・０～３歳児の親子が集い、遊具や絵本で遊ぶ場を提供
・看護師の資格を持つ大学教員や看護学生による子育てに関する相談や歯磨き指導の実施
〇子育て総合支援施設「KIT（きっと）」を開設
・乳幼児の遊び場や、大学生が子どもたちに勉強を教える場を創設
・毎日の宿題や予習・復習のサポート、プログラミングや英語などの学習を行う
・地域のフリースペースは、多世代・多文化の人々が気軽に交流できる場となっている
〇親子や親になる人々が交流できる場づくり
・子育て支援センターの設置

団体 芦屋市 社会福祉法人夢工房
幼保連携型認定こども園山手夢

園長
桝谷 美加

〇子育て支援イベント（みんなであそぼう会）を開催
・絵本読みや製作、大型ブロックを使った子育て支援イベントを開催
・市のファミリー・サポート・センター出張登録会で開催したことで、
　保護者の登録検討時間を生み出し、会員増強に繋がった
〇ＳＤＧＳ活動（TOYクル会）
・ペットボトルキャップ収集等のＳＤＧＳ活動に加え、
　家庭で不要になった玩具や絵本をリサイクルする活動
　「ＳＤＧＳ×トイクル（TOYクル）」を実施
・寄付された玩具や絵本は、園や地域子育て支援教室「すくすく」で使用

団体 稲美町 特定非営利活動法人
ゆるり家

代表
濱田 理恵

〇子育て世代と地域が繋がれる場や多世代交流の場を数多く提供
・子育てひろば「よっといday」、出張子育てひろば「公会堂によっといday」、おでかけひろば
〇子どもたちの居場所を提供
・放課後あそびば「おきらくだがしかし」、放課後居場所カフェ「まなぼぅや」
・こどものまち稲美、冒険あそびば（プレーパーク）、みんなのてらこや、中学校内居場所事業
〇子どもが社会の仕組みを学ぶ機会や、子どもや大人が楽しめる機会の提供
・にんぷサークルちぎりぱん、ドイツゲームであそぼうや、トライやる受け入れ、
　地域の子育て情報の配信

団体 加古川市
シニアボランティアサークル

ぴよぴよ
岡本 照子

〇親同士、子ども同士の交流の場を提供する子育てひろばの開催
・子育てひろば｢シニアオープンルーム｣ （第３水曜日）
・コロナ禍以前は毎回30人～50人の親子が参加
・毎回歌やダンス、体操などを取り入れ、親子が楽しく参加できる場を創出
・季節を感じられる手作りのおみやげを親子にプレゼントしており、家庭でも
　楽しめると親子に好評である
・実習生を受け入れており、ボランティア活動への思いや、子どもとの接し方などを
　丁寧に伝えている

団体 姫路市
姫路市社会福祉協議会

大塩支部
【子育てサロン】

大塩支部
支部長

大谷 哲男

〇親子で楽しめ、学べる環境を提供
・親子が触れ合える内容を組み込んだリトミックを企画（月一回程度）
・各季節行事も取り入れ、毎月異なる刺激を受けられるように工夫
・自由遊びやリトミックが終了した後に絵本の貸出もしており、
　自宅で親子で触れ合える機会を作っている
・新規利用者も他の利用者と話ができるようにボランティアが間に入って仲間づくりを
　行っている

団体 養父市
子育てサロン

高柳
勝地 みど

り

〇自治協議会と連携し、子育てサロンを実施（月１回）
・地域に根差した活動を継続
・毎月テーマを設定し、季節行事や講師を招いた子育て講座を実施
・元幼稚園教諭や元保育士による質の高い子育てサロンを運営
・市内の子育て支援センターへ出張し、絵本の読み聞かせを行う
〇子育て支援ネットワーク会議に参画
・サロン開設当初から養父市社会福祉協議会と連携し、会議に参加
・養父市社会福祉協議会にボランティアグループとして登録しており、
　子育て支援分野以外のボランティア活動者とも交流・連携を行っている

団体 養父市
特定非営利活動法人

りとるめいと
衣川 益子

〇子育て世代に寄り添った支援
・毎月の市の乳幼児健診のサポートや、親子健康教室（月１回開催）の講師
・市と連携した親子防災教室の実施
・病児保育センター「ほわほわ」の運営
・月２回の子ども食堂の運営
・インスタグラム等での情報発信
・令和６年度は、火曜日以外は開設
・子育て広場の出前を実施しており、市内広域にわたって、子育て家族の
　居場所づくりの実績を築いている

個人 尼崎市

〇登校時の見守り活動
・昭和42年４月から現在までの約58年間、尼崎市立成文小学校前にて毎朝登校時の
　見守り活動に従事
・同校小学生の交通事故ゼロを目指す活動を実施
・過去10年間、小学校前での事故発生件数は０件であり、その活動は地域の模範になり、
　生徒の保護者からも感謝の言葉が伝えられている
〇子どもの防犯意識の向上に貢献
・平成17年５月から現在に至るまで、小学校での交通安全教室で活動
・青少年補導員として、子どもの集まる場所を把握してパトロール活動を実施

候補者
功績内容区分 活動

地域

金地 享子


